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問１ 図 1 に示す回路における電流 𝐼ଵ̇、𝐼ଶ̇、𝐼 ̇

をそれぞれ求めよ。 

ただし、𝑉̇ଵ = 10[𝑉]、𝑉̇ଶ = 𝑗5[𝑉]、𝑅ଵ = 10[Ω]、 

𝑅 = 5[Ω]、L のインピーダンス 𝑍̇௅ = 𝑗10[Ω]、 

C のインピーダンス 𝑍̇஼ = −𝑗5[Ω]である。 
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問 2 インダクタンスの大きさが L のコイル、抵抗の大きさが R の抵抗、電圧の大きさが E の直流電

圧源、スイッチ S からなる直列回路に関して、以下の各問いに答えよ。なお、時刻ｔ＜０でスイッチ S
は開いており、回路に流れる電流はゼロとする。 
 
(1) ｔ= 0 でスイッチＳを閉じたとき、ｔ≧０での回路に流れる電流 i(t)を求めよ。 
(2) コイルにかかる電圧を求めよ。 
(3) 抵抗にかかる電圧を求めよ。 
(4) 時間ｔと電流 i(t) の関係を図示せよ。 
(5) 時定数τを(4)の図中に示せ。 
(6) L ＝ 50 mH，R ＝ 20 MΩ の場合の時定数τを求めよ。 
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